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韓国語の接続語尾「-고ko」と 
「-아서aseo/어서eoseo」の誤用と習得1
永　原　　　歩
1.　はじめに
韓国語は日本語と文法（特に語順）がよく似ており、その点では日本語母
語話者にとっては比較的学習しやすい言語の一つと言える。しかし似ている
がゆえに、誤用が起こりやすいのも事実である。一般的に、外国語を学ぶ際
には母語において 1つの形式であらわされる用法が、目標言語では 2つ以
上の形式で表されるような場合に誤用が多く生じると考えられる。そのよう
な文 法 形 式の 1つとして、 日 本 語の「～て」に対 応する接 続 語 尾-고と
-아서/어서2がある。これらは、多くの教科書で初級の後半から中級にかけ
て扱われ、複文を作る上で欠かせない重要項目だが、学習者にとっては区別
が難しく誤用が起きやすい部分である3。
本稿では、これらの文法項目に関する主要な先行研究を概観し、意味・用
法を整理する。次に、学習者にテストを実施し、特に誤用が起こりやすい用
法、逆に起こりにくい用法を探り、それを既存の複数の教科書の説明に照らし
合わせて分析を行う。その上で、教科書の記述に問題はないのかという点につ
いても考察し、誤用を避けるための方法を探る。なお、本稿の目的は、2つの
 1 この研究は、東京女子大学エンパワーメントセンターの「女性研究者研究支援事
業」の制度を利用し、支援員である本学大学院生オム・ガヨンさんの協力を得て
実施した。また他にも 3 人の韓国語母語話者にインフォーマントとして例文の
整合性などを確認していただいた。この場を借りて感謝申し上げたい。
 2 以下、本文中では引用部分を除き、-어서 eoseoを代表形態とする。
 3 韓国語学習者の誤用をレベル別、母語別に分類し考察した이정화（2003）で、
接続語尾-고と-어서の誤用が、初級の日本語圏の学習者で、誤用例 71 例のうち、
45 例、中級（言語圏別のデータはなし）は、382 例のうち 157 例と多数を占め
ていることがデータで示されている。
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形式について用法などを改めて細かく明らかにしようとするものではなく、既
存の教科書の記述から学習者が間違いやすい表現についての指導が十分にな
されているかを確認し、誤用を避けるためには、どのような指導が必要なのか
を考えるところにある。特に、学習者にとってこの 2つの接続語尾を使い分け
る難しさは何なのかという点から学習者の立場に沿った指導案を考えたい。
2.　「～て」と「-고」「-어서」が表す意味
本稿で問題となる-고、-어서はすでに述べたとおり両方とも日本語で「～
て」と訳される場合が多く、それゆえに日本語を母語とする学習者にとって
使い分けが難しい項目となっている。そのため、ここではまず日本語の
「～て」の用法について整理した上で、韓国語の-고、-어서に関する先行研
究について概観し、両言語におけるこれらの形態の意味や用法を整理する。
2.1　日本語の「～て」について
日本語の「～て」はそれ自体が非常に多くの用法を持つ接続助詞である 4。
このような「～て」の意味について、仁田（1995）では以下のように述べ
 4 国語辞典『大辞泉』によると、日本語の「～て」の意味は以下のとおりである。
①ある動作・作用から、次の動作・作用へと推移・連続する意を表す。〈学校に
行って勉強する。〉〈着替えを済ませて寝る。〉
②原因・理由を表す。〈頭が痛くて寝ていた。〉
③手段・方法を表す。〈歩いて通学する。〉
④時間の経過を表す。〈卒業して○年になる。〉
⑤並立・添加を表す。〈大きくて甘い柿。〉
⑥逆接を表す。〈わかっていて答えない。〉
⑦（「…て…て」の形で）強調の意を表す。〈売って売って売りまくる。〉
⑧（「…について」「…に関して」「…にとって」などの形で）次の動作・作用の行
われる事態・状況・関係事物などを提示する意を表す。
⑨補助動詞に続けて、動作・作用の内容を具体的に示す意を表す。〈思い出して
みる。〉
⑩連用修飾語を作り、状態・様子を表す。〈なかなかいみじくなまめかしくて、
ながめがちに…〉
  　このうち、韓国語の-고、-어서と意味的に対応するのはおおむね①～⑤であり、
⑥以下の用法はほとんどが韓国語では別の形式で示されるが、日本語で「～て」
と示されるため、-고や-어서を用いる誤用も見られる。しかし本稿では-고と-어서
の誤用を中心に見るため、そのような誤用は今回は考察の対象とはしない。
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ている。
（1） シテ系接続の意味・用法が広汎で多岐にわたるのは、シテ形が「シナ
ガラ」や「｛スル／シタ｝ノデ」や「｛スル／シタ｝シ」などに比べて、
接続形式としてさほど明確な固有の意義を有していないことに基因し
ている。（仁田 1995： 88）
つまり-고と-어서の誤用の問題も、単に日本語で 1つの形態が韓国語では
2つ以上の形態で表される、というだけの単純なものではなく、日本語
「～て」自体の用法の多さと意味の曖昧さが韓国語の 2つの接続語尾を選択
する上での混乱を助長している可能性がある。
益岡・田窪（1992）では、述語テ形について、「原因・理由を表す副詞節」
であり「時間的に先行する動作やその時の状態が、ある結果の原因とみなさ
れる場合」に使われるとしている（益岡・田窪 1992： 190）。またそれ以外
に「原因・手段」「付帯状況」を表すことも示している（同： 208）。
さらに、この「～て」について、仁田（1995） では、以下のように整理し
ている。
（2） 1）付帯状態
 2）継起（時間的継起・起因的継起）
 3）並列 （仁田 1995： 98）
このうち、1）の〈付帯状況〉とは、「シテ節であらわされている事象が主
節として表される事象の実現のされ方を限定・修飾する」もので、「もっと
も節的度合が低い」（仁田 1995： 104）である。「しゃがんで見ていた」など
のように前件が後件の内容を説明するようなものである。
さらに（2）の 2）の〈時間的継起〉は「シテ節の事象と主節の事象との
生起が、単に時間的な先行後続の関係になるだけで、後続する主節の事象の
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生起が、先行するシテ節の事象からの起因的生起である、とは捉えられてい
ないものである」（仁田 1995： 104）であり、「ペンを捨てて立ち上がった」
などの例が挙げられている。これは時間的な先行関係を表すものであり、こ
のような「先行・後続」の時間的関係を与えるのが、シテ節が最も基本的で
無標な解釈であると、仁田（1995）では指摘している。
同じ継起でも、〈起因的継起〉は「シテ節で表される先行生起している事
象が、主たる事象の生起にとって起因的に働いている、といった捉えられ方
をされているもの」（仁田 1995： 110–111）であり、「妙にいらいらして、眠
れないから…」などの例を挙げている。
さらに興味深いのは、時間的継起と起因的継起の繋がり・移行を表すもの
の一つとして〈契機〉5（仁田 1995： 108）という概念を用いていることだ。
これは「父親の話を聞いて…感慨をもよおした」などの例のように、「～て」
による節が時間的に先行し、主節の事象はそれを「きっかけ」として起こる
というものである。同様の指摘は、山下（1999）の日本語の理由を表す表
現についての研究でも示されている。韓国語の-고と-어서の使い分けにおい
ても、誤用が起きやすい例としてこの〈契機〉と同様の意味に対応するもの
がある。それについては後で詳しく述べる。
また、〈時間的継起〉と〈起因的継起〉のどちらに捉えるか、ゆれがある
ケースとして、心的状態の変化を表すものを仁田（1995）では以下のよう
に挙げている。
（3） 心的状態の変化と主たる事象との間には、その心的変化を起因とし、
それから発生する事象、といった解釈が施されやすい。先行生起・後
続生起といった事象発生の時間的関係に焦点が当たれば、〈時間的継起〉
として捉えられるであろうし、事象間の起因・結果関係に重点が置か
れれば、〈起因的継起〉として理解されるだろう。」（仁田 1995： 110）
 5 仁田（1995： 108）ではこの〈契機〉を仮称としている。
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このような例として、「不安に胸をつかれて、離れへ飛び込んだ」のよう
な例を挙げている。
以上の研究 6を参考に、本稿では日本語の「～て」の用法を以下のように
考えたい。
（4） 日本語の「～て」の意味
 ①並列
 ②時間的継起（先行・順序）
 ③起因的継起（原因・理由）
 ④きっかけ（契機）7
 ⑤付帯状態（同時進行・手段・方法）
2.2　韓国語
次に韓国語の-고、-어서がどのような意味・用法を持っているのか、先行
研究を概観し、日本語の用法とどのように重なるのか、あるいは重ならない
のかを確認する 8。
 6 他に興味深い研究としては、韓国語母語話者に対する日本語教育の立場から日本
語の「～て」と韓国語の-고，-아を対照した生越（1987）がある。この研究で
は、「～て」と韓国語の-아との違いとして「「て」には、あるテーマのもと、互い
には関連性のないいくつかの事柄を、一つに結び付ける働きがある。」（同： 101）
とし、さらに「「て」の使い方には、話者の視点が大きく関与している」（同：
103）ことも指摘している。
 7 「契機」については、仁田（1995）は仮称として用いているが、韓国語の-고と
-어서を考える上で重要な部分であるため、ここでは日本語の 1つの用法として
提示する。また「継起」と「契機」は同音異義語であり紛らわしいため、本稿で
は以後〈きっかけ〉として説明したい。
 8 1）『朝鮮語辞典』
〈-고〉
①二つ以上の動作・性質・状態などを並列したり対照的に続けて表す。②あ
とに続く動作の方法を表す。③後に続く動作の前に完了する動作を表す。
〈-아서〉
①先行行為を表す。②行動の様式を表す。③原因・理由・根拠などを表す
  2）『표준국어대사전』（原文は韓国語、訳は筆者による）
〈-고〉
① 2 種類以上の事実を対等に並べる。②前後の 2つの節の事実の間に継起
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第 1 節でも述べたとおり、これら 2つの接続語尾は日本語母語話者に
とって誤用の多い項目であるがゆえに先行研究も数多く存在する 9。
文法の記述的研究としては、権在淑（1994a）の-아/어についての研究 10、
権在淑（1994b）での-아서/어서についての研究、鄭鉉淑（1996）の-고の研
究、内山（1999）の-고と-아서の研究、鄭玄淑（2002）の-어서と-고のアスペ
クト的の研究などがあり、それぞれの形式を個別に詳細に渡って分析してい
る。また、さらに孫禎慧（2005）は、日本語を母語とする韓国語学習者の接
続形の誤用分析を通じて、この 2つの形態の誤用の類型を提示した。本稿で
は上記の先行研究を中心に、-고と-어서の意味・用法をまず整理したい。
2.2.1　記述的研究
鄭鉉淑（1996）は、-고の意味について実際の用例、約 7500 例を用いて
非常に詳細に渡り記述的分析を行っている。その用例から整理された-고の
意味は以下のとおりである。
（5） 鄭鉉淑（1996）の-고の意味（同： 5）
 ①先行： 前件が先に起こり、その結果が残らずに後件が起こる。
的な関係があることを表す。③前節の動作が成立したまま持続する中、後節
の動作が起こることを表す。④互いに意味が対立する言葉を並べる。⑤形容
詞の語幹を繰り返し意味を強調する。-고-은の構文で使う。⑥（ʻ-고 있다ʼ，
ʻ-고 싶다ʼ，ʻ-고 지고ʼ，ʻ-고 나다ʼ，ʻ-고 보다ʼ，ʻ-고 보니ʼ，ʻ-고 보면ʼ，ʻ-고 
말다ʼ，ʻ-고 들다ʼ など補助用言がある構文で）本用言につく。
〈-아서/어서〉
①時間的前後関係を表す。②理由や根拠を表す。③手段や方法を表す。
 9 実際に著者も含め、長期にわたって韓国語を学習している日本語母語話者でも判
断に迷うことが多い項目の 1つと言える。
10 -아/어を-아서/-어서の서が省略された形態として見るか、別の形態として見るか
は判断が分かれるところである。権在淑（1994a）では、「韓国では해と해서はほ
とんど同一視される伝統があるようである」と指摘した上で、この 2つの形態に
ついて「今少し綿密な調査が必要だと思われる」と慎重な立場を取っている。今
回本稿ではその点について議論はせず、用例、作例とも形態的として-어서が実
現されるものを研究対象とするが、先行研究としては-아/어に関するものも取り
上げる。
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 ②原因・理由： 前件が原因・理由となり、その結果が後件として残る。
 ③様態： 前件が先に起こり、その結果が残る中で後件が起こる。
 ④同時： 前件と後件が同時に行われる。
 ⑤並列： 前件と後件が単に列挙される。
しかし、このように細かい分類を設定しているが、内山（1999： 42）で
「文脈への依存度が非常に高いようにおもわれる」と指摘されているように、
ここまで細かい分類は必要ではないように思われる。ただし②の〈原因・理
由〉のうち、知覚動詞が用言 1に来るような場合（듣고 놀라다/聞いて驚
く）や、〈様態〉で再帰動詞や主体が客体に保持されるような例（입고 가
다/着ていく、타고 가다/乗って行く）は少し特殊であることから、他の意
味との分類が必要だと考える。
権在淑（1994b）では、-어서の実現する意味として、以下のものを挙げて
いる。
（6） 権在淑（1994b）の-어서の意味（同： 4）
 ①先行： 後述することがらに先行する動作を表すもの。
 ②原因・理由： 後述することがらの原因・理由を表すもの。
 ③様態： 人物などの様子・ありさま、つまり様態を表すもの。
さらに、〈様態〉のバリエーションとして、後述することがらの時間的な
〈条件〉を表すもの、〈先行〉と〈様態〉にまたがるような意味を含む〈手
段・方法〉を表すものを挙げている。
内山（1999）では、用言のアスペクト形式や、主体、客体のあり方などに
注目し、両形式の文法的意味を明らかにした。まず両形式が示す意味を、時
間的関係、論理的関係に分け、用例を考察し、それぞれの形式の使い分けを
示した。その結果、-어서の文法的意味を「なんらかの意味での用言 1と用言
2のむすびつき」である（内山 1999： 40–41）として、時間的意味である
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〈先行〉〈同時〉、論理的意味である〈手段・方法〉〈原因・理由〉〈条件〉に
分けている。なお、このうち、同時と手段・方法、先行と原因・理由は互い
に重なり合う部分があるとし、その文法的意味を以下のようにまとめている。
（7） 内山（1999）で示されている-어서の文法的意味
 ①先行
 ②原因・理由
 ③手段方法
 ④条件
また、-고については「場面のことなりを積極的にあらわすというよりは同
一場面であることを明言しない文法形式」（同： 41–42）11とし、-고の文法的
意味は「用言 1を接続形として機能させること自体（「羅列」といいかえて
もよい）」（同： 43）であるとし、-어서と対比的に消極的な定義をしている。
少し変わったアプローチによる研究としては、黒島（2014）が挙げられ
る。それによると、他動性と前景/背景の観点から하고はより他動性の高い
動詞と結びつきやすく前景と相関があること、逆に해서はより他動性の低い
動詞と結びつきやすく背景と相関があるという観点から하고と해서について
論じている。
2.2.2　教育的視点からの研究
教育的視点からの研究としては、오자키Ozaki（2007）では、韓国語を母
語とする人に対する日本語教育の立場から日本語の「～て」に対応する
「-고」と「-아/어（서）」について考察をしている。それによると、前節の内
容が後節の内容を限定・修飾するという「付帯状態」では主に動詞のアスペ
11 用言 1にⅠ고がもちいられる条件とは、前件と後件に論理的関係がないこと、
前件と後件がことなる場面であること、このふたつを話者が認識することである
とかんがえられる。」（内山 1999: 31）
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クトによって-어と-고が使い分けられるが、他動詞を用いる付属状況と同時
進行を表す「方法」の用法では語尾の意味が作用する傾向があるとしてい
る。また、時間的継起では、順次的継起用法で-고だけが使われ、限定的継
起用法では-어が主に用いられる。起因的継起では-어が主に使われる。並列
では主に-고が使われ、状態性叙述語の頻度が高い。
金秀美（2013）では、日本語を母語とする韓国語学習者の誤用が多くみ
られる-고 오다/-아 오다（～てくる）についての分析を行い、-고 오다形だ
けを取るものとしては他動詞が多く、-아 오다形を取るものとしては自動詞
が多いことを指摘している。
前述の生越（1987）、오자키（2007）、金秀美（2013）はいずれも日本語、
または韓国語教育の立場から、日本語の「～て」と韓国語の-고、-어서に注
目した研究であり、これらの語尾が日本語教育、韓国語教育において多くの
問題を含んでいることがうかがえる。
同じく外国語教育の立場からの研究として、孫禎慧（2005）が挙げられ
る。日本語を母語とする韓国語学習者によるこの 2つの形態の誤用の類型
を学習者の作文から分析・考察し、両形式の使い分けに関連して、以下のよ
うな点を示している。
（8） 学習者の作文に現れた해서の意味は、学習時間に関係なく、「原因・理
由」が最も多く現れたことから、学習者が해서を「原因・理由」の意
味を表す接続形として強く認識しているようだ。（孫 2005： 21）
（9） 学習者の作文に現れた하고の意味は、学習時間に関係なく「並列」が
最も多く現れたことから、学習者が하고を「並列」の意味と認識して
いるようだ。（同： 25）
この（8）（9）で示した孫禎慧（2005）の結果は、第 3 節で取り上げる本
稿で実施したテストの結果とも重なり大変興味深い。これはおそらく-어서
を教える際に、教師は〈原因・理由〉を中心的な意味として教え、学習者も
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それを中心的な意味として優先的に習得しているためだと考えられる。-고
についても同様に〈並列〉を中心的な意味として教え、優先的に習得してい
るのだろう。これについては第 3 節でさらに考察する。
2.3　-고と-어서の意味
ここまで見てきた研究を参考に本稿では-고と-어서の意味を以下のように
捉える。まず-고については、確かに-어서と比べて前件・後件の結びつきと
いう点からもそれほど複雑ではなく、内山（1999）で示されたように意味
的には文脈に依存する部分が大きいと考える。しかし非母語話者による「使
い分け」という側面で考えた場合、分類があることによってわかりやすくな
るという観点から、以下のように分類したい。
（10） -고の意味
 ①並列（順序）
 ②様態
 ③きっかけ（契機）
このうち①の〈並列〉については、先行研究から中心的な意味であると判
断する。〈順序〉という意味を括弧で加えたのは、単純な並列ではなく意味
的に前後が入れ替わると不自然になる以下のような文について、-어서の
〈先行〉と区別するためである。
（11） 끓는 물에 소금을 약간 넣고 살짝 데친 다음 1 cm 폭，3 cm길이로 자른다.
 沸騰した湯に塩を少し入れてさっと湯がいた後 1 cmの幅、3 cmの長
さに切る。12
12 『맛있다고 소문난 분식집 24곳 단골 메뉴 맛나게 비결 96가지，인기분식』（おいし
いと噂の軽食店 24 店人気メニューをおいしくする秘訣、96 種人気軽食）김준
의，웅진닷컴， 2002（p 11）より
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②の〈様態〉については前件が起き、その動作が終わってもその状態が持
続するような타고 가다（乗って行く）のような例である。「타다（乗る）」
という動作自体は、乗り物に足を踏み入れたと同時に終了するが、「乗って
いる」という状態は後件の動作가다と共に持続していると考えられるからで
ある。また③の〈きっかけ〉は日本語の仁田（1999）の先行研究で〈契機〉
と示されたもので、鄭鉉淑（1996）では〈原因・理由〉に分類されているも
のである。これは듣고 감동하다（聞いて感動した）のような例で、確かに
文脈的には〈原因・理由〉とも捉えられるが、「聞いたことがきっかけとな
り感動した」とも捉えられるため、本稿では-어서の〈原因・理由〉と区別
し、〈きっかけ〉としたい 13。
次に-어서の意味を挙げる。
（12） -어서の意味
 ①原因・理由
 ②先行
 ③手段・方法（同時）
 ④条件
-어서の意味は、ほぼ内山（1999）の意味を踏襲する形となるが、-고との
対比的な観点から最もわかりやすい分類であると判断したため、この分類に
従う。また-어서は「前件、後件の結び付き」を表すことから、その結び付
きが強いと判断される〈原因・理由〉を-어서の中心的意味であると考える。
これらの-고と-어서の意味を日本語の「～て」の意味と照らし合わせると
おおむね以下のような対応を見せると考えられる。
13 内山（1999： 45）においても、「おわりに」の部分で、鄭鉉淑（1996）の分類に
対し、「知覚動詞がⅠ고をとると「原因・理由」の意味を帯びるという興味深い
事実を、単に文脈の問題としてかたづけてしまったことはおおいに問題となろ
う」と述べている。
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（13） 「～て」と-고、-어서の対応
 ①並列： -고と対応
 ②時間的継起（先行・順序）： -고、-어서と対応
 ③起因的継起（原因・理由）： -어서と対応
 ④きっかけ（契機）： -고と対応
 ⑤ 付帯状態（同時進行・手段・方法・条件）： -어서と対応する場合が
多いが、一部〈様態〉を表す-고を含む
この対応から、〈時間的継起〉〈付帯状態〉を表す「～て」において誤用が
多くみられる可能性があると考えられる。次の節では実際に誤用の様相につ
いて観察する。
3.　誤用の傾向について
ここまで見た「～て」、-고, -어서の意味を踏まえて、実際の誤用がどのよ
うに起きるのかを調べるため、韓国語学習者に対し、テストを 2 回実施し
た。1 回目は作文、2 回目は文を提示し、日本語の「～て」に当たる部分の
韓国語を-고と-어서のうちから選択する形式である。
（14） 第 1 回テスト
 対象者： 大学 1～4 年生の学習者、学習歴は 1 年～6 年の 26 名14
 実施日時： 2016 年 4 月
 方法：  日本語の「～て」を含む簡単な文を 15 例と必要な韓国語の単語
を提示し、日本語の意味に合った作文を書かせる方式 15。
14 対象者は 1 年間（90 分×週 2 回）の初級を履修した（あるいはそれと同等の語
学力と認定された）学生を対象とした韓国語科目を受講する学生たちである。主
に 2 年生以上が対象となるが、1 年生が 1 人含まれており、その学生は中学のこ
ろから韓国語を 6 年ほど学んでいる。
15 提示文については、初級の教科書に出てくる単語や文の長さを考え、著者が作成
した。
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結果は以下の表 1に示した通りとなった。
表 1　第 1 回テストの結果16
第 1 回テストで提示した日本語の文と想定した答え 意味 正答 誤答 その他
1 電車に乗って学校に行きました。
전철을 타고 학교에 갔어요.
様態 38.5 46.2 15.4
2 駅から学校まで歩いて行きます。
역에서 학교까지 걸어서 가요.
手段・方法 73.1 7.7 19.2
3 学校に行って図書館で勉強します。
학교에 가서 도서관에서 공부해요.
先行 76.9 15.4 7.7
4 服が小さくて妹にやりました。
옷이 작아서 여동생에게 주었어요.
原因・理由 53.8 11.5 34.6
5 この映画を見て感動しました。
이 영화를 보고 감동했어요.16
きっかけ 30.8 57.7 11.5
6 私たちは歌を歌い、踊りも踊りました。
우리는 노래를 부르고 춤도 추었어요.
並列 57.7 19.2 23.1
7 朝起きて学校に行きました。
아침에 일어나서 학교에 가요.
先行 73.1 19.2 7.7
8 卵はゆでて食べるのが好きです。
계란은 삶아서 먹는 것을 좋아해요.
手段・方法 69.2 15.4 15.4
9 郵便局に行って銀行に行きます。
우체국에 가고 은행에 가요.
並列（順序） 30.8 61.5 7.7
10 私は韓国人で彼は日本人です。
나는 한국 사람이고 그는 일본사람이에요.
並列 38.5 11.5 50.0
11 スミは電話を受けて部屋を出ました。
수미는 전화를 받고 방을 나갔어요.
きっかけ 26.9 57.7 15.4
12 私は服を着て寝た。
나는 옷을 입고 잤다.
様態 50 38.5 11.5
13 タクシーに乗って行きます。
택시를 타고 갑니다.
様態 38.5 38.5 23.1
14 夜 10 時を過ぎて会議が終わった。
밤 10 시를 지나서 회의가 끝났어요.
条件 69.2 19.2 11.5
15 席に座ってお待ち下さい。
자리에 앉아서 기다리세요.
手段・方法 84.6 3.8 11.5
（被験者数 26 人、数字は全て％）
16 〈きっかけ〉を表すこのタイプの文は、前件で対象となる内容が想定していたも
のとかけ離れていたりするなど特殊な文脈では〈原因・理由〉として捉えられ
-아서も可能になると、2 人のインフォーマントから指摘があった。ただし直感
的に自然だと感じるのは-고だということで、このテストでは-고を正解とした。
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このテストの結果で意外だったのは-어서を選ぶべき例で-고を選んだ誤用
の例はそれほど多くなかったことである。逆に-고を選ぶべき例で-어서を選
び誤用となったケースが目立った。例えば「乗っていきました（타고 갔어
요）」（提示文 1, 13）を *타서 갔어요としたり、「見て感動しました（보고 감
동했어요）」（提示文 5）を *봐서 감동했어요としていた。また〈原因・理由〉
を表す-어서や、〈並列〉を表す-고などについては正答率が高いと予想し、
また孫禎慧（2005）の先行研究でもそのような指摘があったが、実際には
それほど正答率は高くなかった。提示文 4の例ではその他の形式を選び作
文をした学習者が 34.6％と-고や-어서を選んだ学習者より多かった。形式自
体を理解していない、あるいは全く誤った形式で答えた学習者を除き、ほと
んどが同じ〈理由〉を表す別の接続語尾-으니까を使用していたケースだっ
た。
（15） 옷이 작으니까 여동생에게 주었어요. （提示文 4 学生訳）
また並列については、提示文 6の場合、語尾を迷って書けなかったのか、
以下のような動詞の活用が不十分な誤用例が目立った。
（16） *우리는 노래를 부르 춤도 추었어요. （提示文 6 学生訳）17
考えられる理由としては、他の日本語提示文が「～して」「～て」となっ
ているのに対し、この提示文 6については「歌を歌い、」と提示したことが
考えられ、これは日本語の提示文の形式を統一しなかったことによるテスト
問題の不備のためとも考えられる。さらに提示文 10の場合は、指定詞によ
る名詞文の理解が不足していたことから「한국 사람이고（韓国人で）」とい
う形式を作文できなかったと考えられる誤用例が目立った。
17 文法的に誤りであると判断される例にはアスタリスク（*）を表示する。
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さらに正答率が低かった例としては提示文 5, 11のような〈きっかけ〉を
表す例である。これは日本語の仁田（1999）で、「時間的継起と起因的継起
の繋がり・移行を表すもの」の一つとして〈契機〉を挙げていたことからも
わかるように、日本語を母語とする学習者にとっては起因的継起、つまり
〈原因・理由〉として捉えるため-어서を選択すると考えられる 18。提示文 2、
3、15については、テキストなどでよく取り上げられ、比較的多くの input
を得た例だったことが、正答率が高くなった理由として考えられるだろう。
以上、第 1 回目のテストでは、単語だけを与えた自由作文形式で行った
ことから、-고や-어서以外の形式が用いられた例も多く 19、また活用など形態
的な誤用も目立った。これらの反省を踏まえ、第 2 回のテストでは選択式
の問題を作成し、以下のように実施した。
（17） 第 2 回テスト
 対象者： 大学 1～4 年生の学習者、学習歴は 1 年～6 年の 27 名20
 実施日時： 2016 年 10 月
 方法：  日本語の「～て」を含む簡単な文を 14 例提示し、対応する韓国
語の文のうち、「～て」に当たる部分は、「-고」「-어서」の 2つ
の形式を選択し、○を付ける方法。ただし勘で回答することが
ないよう、考えてもわからない場合は○を付けないように注意
を促した。
18 「シテ節が心的状態の変化を表すものの場合、心的状態の変化と主たる事象との
間には、その心的変化を起因とし、それから発生する事象、といった解釈が施さ
れやすい。先行生起・後続生起といった事象発生の時間的関係に焦点が当たれ
ば、〈時間的継起〉として捉えられるであろうし、事象間の起因・結果関係に重
点が置かれれば、〈起因的継起〉として理解されるだろう。」（仁田 1995： 110）
19 第二言語習得の研究では、学習者の誤用を収集、分析する「誤用分析」から、学
習者が使用する目標言語全体（中間言語）を分析対象とする「中間言語分析」に
移行してきた経緯がある。その背景としては、学習者は使いにくい文法項目を
「回避」する可能性があり、誤用分析だけでは本当にその項目を習得しているか
を確認することが難しいというということが言われている。（白井 2008）
20 対象者は注 5と同様の条件だが、一部入れ替わりがあった。
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テストの結果は以下の表 2に示した通りである。
 表 2　第 2 回テストの結果 21
第 2 回テストで提示した文と答え 意味 正答 誤答 無回答
1 화장을 ｛ 하고 ／해서｝ 면접을 보러간다. 
化粧をして面接を受けに行く。
様態 44.4 51.9 3.7 
2 지하철을 ｛ 이용해서 ／이용하고｝ 목적지까지 간다.
地下鉄を利用して目的地まで行く。
手段・方法 55.6 40.7 3.7 
3 아침에 조깅을 ｛ 해서 ／하고｝　기분이 상쾌하다. 
朝ジョギングをして気分が爽快だ。
先行 85.2 11.1 3.7 
4 성적이 좋지 ｛않아서／않고｝ 학원을 다니기로 했다.
成績が良くなくて塾に行くことにした。
理由 81.5 14.8 3.7 
5 웅장한 콘서트 스케일을 ｛보고 ／봐서｝ 놀랐다. 
21
雄大なコンサートのスケールを見て驚いた。
きっかけ 48.1 48.1 3.7 
6 같이 요리도 ｛하고／해서｝ 청소도 하면서 더 친해졌다. 
一緒に料理もして、掃除もしながらより親しくなった。
並列 85.2 11.1 3.7 
7 저녁에 배가 ｛ 아파서 ／아프고｝ 병원에 갔다. 
夕方お腹が痛くて病院に行った。
原因・理由 88.9 7.4 3.7 
8
커피에는 우유와 꿀을 ｛ 넣어서 ／넣고｝ 마시는 것을 
좋아해요. 
コーヒーは牛乳と蜂蜜を入れて飲むのが好きです。
手段・方法 66.7 29.6 3.7 
9 아침부터 미용실에 ｛ 가고 ／가서｝ 병원에도 갔다. 
朝から美容院に行って病院にも行った。
並列 81.5 14.8 3.7 
10
나는 우동를 ｛ 좋아하고 ／좋아해서｝ 그는 소바를 
좋아한다. 
私はうどんが好きで彼はそばが好きだ。
並列 74.1 18.5 7.4 
11 수미는 운동을 ｛ 하고 ／해서｝ 샤워를 하러 갔다. 
スミは運動をしてシャワーをしに行った。
並列（順序）51.9 44.4 3.7 
12 나는 화장도 안 ｛ 지우고 ／지워서｝ 잤다. 
私は化粧も落とさないで寝た。
並列（順序）51.9 40.7 7.4 
13 지금 ｛ 뛰어서 ／뛰고｝ 가고 있어요. 
今走って行っています。
手段・方法 48.1 48.1 3.7 
14 수술이 13시간이 ｛ 넘어서 ／넘고｝ 끝났다. 
手術は 13 時間が過ぎて終わった。 条件 63.0 33.3 3.7 
15 의자에 ｛ 앉아서 ／앉고｝ 친구을 기다리고 있다.
椅子に座って友達を待っている。
手段・方法 37.0 59.3 3.7 
（被験者数 27 人、数字は全て％）
21 この文については、보고がより自然だが、文脈の助けがあれば봐서も使えるとい
う 2 人のインフォーマントのコメントがあった。
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選択式による第 2 回のテストでは、原因・理由を表す-어서の正答率が非
常に高かった（提示文 4、7）。また、-고の場合は、並列を表す場合に正答
率が高かった（提示文 6、9、10）。これは筆者の経験による予想とも、前節
の（8）（9）で提示した孫禎慧（2005）の研究結果とも一致した。
ただ、順序を表す-고については、〈先行〉の-어서と迷う点があるのが、正
答率が下がった（提示文 11、12）。〈きっかけ〉もやはり〈原因・理由〉との
区別が難しいようである。同様の誤用例として、以下のようなものがある。
（18） ?다큐멘터리를 봐서 감동했어요． （学生作文 140522）22, 23
 ドキュメンタリーを見て感動しました。
（19） ?스위토피 간이 예쁜 아사코가 백합 같이 시들어 가는 모습을 봐서 
불쌍하게 생각했다.
 （学生作文 150715）
 スイトピーのようにきれいな朝子が百合のようにおれていく姿を見て
かわいそうに思った。
上記の（18）（19）はいずれも前件の動詞が보다（見る）の例だが、見た
ことがきっかけで「感動した」「可哀想に思った」という後件に繋がるため、
보고を取るのが自然である。さらに提示文 1の〈様態〉も正答率が低いが、
これは前件と後件を〈先行〉のような結びつきのある出来事として捉えてし
まうことから生じていると考えられる。この例は〈様態〉なのか、〈順序〉
なのか判断に迷う部分もあり、被験者は〈順序〉と似た意味の〈先行〉とし
て捉えた可能性がある。似たような誤用例を以下に挙げる。
22 「学生作文」は東京女子大学の「作文と文法」の授業で学生が誤って使用した例
である。数字は西暦の下 2けた、月、日の順でその誤用を確認した日（授業で
の口頭による作文であれば授業日、課題等であればその課題を添削した日）を示
している。
23 文法的に間違いとは言えないが、特定の文脈の助けを借りない限り不自然と判断
される文にはクエスチョンマーク（？）を表示する。
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（20） *잘 자서 내일 소풍을 갑시다. （学生作文 150625）
 よく寝て明日遠足に行きましょう。24
おそらくこの例を作成した学習者は、前件「良く寝る」と後件「遠足に行
く」という 2つを関連があるものと判断したため、-어서を用いたと思われ
るが、「자다（寝る）」という動作と「소풍을 가다（遠足に行く）」という動
作は論理的には全く関係がないものであり、このような場合は〈並列（順
序）〉として-고が選択されなくてはならない。このように論理的関係でない
ものを論理的関係のように捉えてしまう背景には、話者の視点に関する日本
語と韓国語の違いがあるのかもしれない。生越（1987）において「｛a｝と
｛ko｝の使い方がテーマや場面という言わば文外の要素によらず、前件と後
件の関係自体によって決定される」（同： 102）のに対し「日本語の「て」の
使い方には、そういう文外の要素、つまり内容に対する話者の視点が大きく
関与していると言える。」（同： 102）として指摘していることからも、単に
使い分け方の習得がされているかどうかという問題だけではないとも考えら
れるだろう。これについてはここでこれ以上の議論はできないが、今後の考
察の課題としたい。
-어서については、〈原因・理由〉以外の意味では〈先行〉以外は正答率は
あまり高くなかった。これは第 1 回目のテストと同様の結果である。これ
は〈原因・理由〉以外の意味を表す-어서に対する習得が進んでおらず、自
信がない場合には-고としてしまう可能性も考えられるだろう。
日本語の「～て」にせよ、韓国語の-고、-어서にせよ、意味の判断が難し
く、特に〈並列〉〈原因・理由〉など中心的な意味から外れる例では正答率
24 この訳が「良く寝たので…」と〈理由〉を表す場合は-어서が可能である。しか
しここでは理由の意味ではなく〈順序〉の意味で用いているため、この文は成立
しない。ただし-어서の文の末尾には勧誘や命令を表す文末語尾が来ないため、
文末語尾を叙述などに変えない限りは、〈理由〉を表す-어서を用いた場合非文と
なる。
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が下がっている。周辺的な意味になるほど、日本語での意味の把握も曖昧に
なることから、韓国語での-고と-어서の選択がさらに難しくなっているとも
考えられるだろう。
4.　教科書の記述との関係
第 4 節では、前節の結果と合わせて、実際に韓国語教育に使用されてい
る教科書ではどのように説明がなされているかを概観し、学習者にとってわ
かりやすい教科書の記述とはどのようなものなのかを考えたい。
対象としたのは、2005 年以降に出版、または改訂された教科書のうち、
-고と-어서の両方について扱っているもの、大学での授業を担当している著
者によるものである。
教科書の記述については、非常にシンプルに書かれたものから、2つの形
式の使い分けについても詳しく言及しているものまで多岐にわたっている。
まずは意味だけを簡単に記述しているものを挙げる。
（21） –고について
 ①並列や順次（金京子 2016： 10）
 ②並列と継起（金智賢・閔由真 2016： 22）
（22） -어서について
 ①理由・前提動作（金京子 2016： 10）
 ②継起（金智賢・閔由真 2016： 22）
上記の（21）（22）では非常に簡単な説明のみが挙げられており、もちろ
ん作文練習などを通じて教師が補足していくとは思われるが、これだけで学
習者が 2つの形式を使い分けるのは難しいと考えられる。特に金智賢・閔
由真（2016： 22）では、両形式に〈継起〉の意味が提示されていることも
あり、学習者によっては混乱を招く可能性もある。
―178―
さらに、使い分けについてもう少し詳しく言及している例を挙げる。
（23） -고について「複数の用言を並べて 1つの文を作るのに用いられる形」
 -어서について「そのことがらが次の動作の理由になる」
 「お昼ご飯を食べて学校に行きました」ならばⅠ -고
 「冷たいものをたくさん食べておなかをこわしました」ならばⅢ -서
  （内山 2008： 80/132）
このように内山（2008）では、例を挙げて-고と-어서の違いを示してお
り、日本語の「～て」文に対し、2 種類の意味をそれぞれの形態に対応させ
て提示している点ではわかりやすい。しかし〈並列〉〈順序〉〈原因・理由〉
のような中心的な意味は理解できるものの、周辺的な例についての理解はこ
れだけでは難しいだろう。次の李昌圭（2013）は-어서の時間的な関係につ
いても扱っているが、〈先行〉や〈きっかけ〉などの両形式の使い分けが難
しい例には触れていない。
（24） -아서/어서
 ①動詞の語幹に付いて時間の前後関係を表す。
 ②用言の語幹に付いて理由や根拠などを表す。
 　 -아서/어서は前の行動の結果が後ろに続くことを強調、つまり前の
行動なしには後ろの行動が起こらない場合に使われ-고は単に前後関
係を表す場合に使われる。
  李昌圭（2013： 18）
上記（21）～（24）の教科書では、-고と-어서の中心的な意味だけに焦点を
当てて使い分けの説明をしている。これは学習者のレベルに合わせ、いきな
り多くの意味を提示するよりは中心的な意味を先に教え、その後周辺的な意
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味へ広げていくという著者の考えなどもあると考えられる 25。しかし、日常
的によく使用する「그 영화를 보고 감동했어요（その映画をみて感動しまし
た）」「전철을 타고 학교에 갔어요（電車に乗って学校に行きました）」のよ
うな例を正しく使うためには、もう少し説明が必要だろう。
次に以下の教科書では、意味だけではなく構文的な特徴も含んだ説明をし
ている。
（25） 生越・曺（2000/2011： 161）
 1）状態・性質を列挙して言う場合は-고
 2）前の事柄が原因で後ろの事柄が起きる場合は-아서/어서
 3）前の事柄に続いて後ろの事柄が起きる場合は-고
 ただし、次の場合は아서/어서/여서になることが多い。
 ①前の事柄と後ろの事柄の主語が同じ＋前の述語が自動詞
 ② 前の事柄と後ろの事柄の主語と目的語が同じ＋述語がどちらも他動詞
（26） 趙（2015： 180–183）
 -고は、「列挙」「断絶した動作」、-어서は「理由」「つながった動作」
を表すとし、さらに「-고と-아/어서の区別」として、「①移動の動詞が
前に来れば-（아/어）서、後ろに来れば-고、②他動詞は大体-고」として
いる。
（27） 金順玉他（2014： 32–36）
 主語が同じ場合、
 他動詞 + 他動詞で目的語が変わる場合は-고、目的語が同じ場合は-어서
 他動詞 + 自動詞は-고
 自動詞 + 自・他動詞は-어서
25 また 1 冊の教科書で多くの文法項目を扱うことを考えると、1つの形式、あるい
は項目に多くのスペースを割けないという事情もあると考えられ、このような教
科書が教科書として問題があるというわけではもちろんない、ということを断っ
ておく。
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 主語が異なる場合、
 原因理由を表していて、前後の文節の関係が密接な場合は-어서
 前後の独立性が高い、並列・列挙で文節を前後で入れ替えても文が成
立する場合は-고
上記（25）～（27）の教科書は、意味的・構文的の両面から細かい説明を
しており、この説明に従うと両形式のかなりの用法で使い分けが可能になる
と考えられる。ただ問題点として、韓国語には他動詞・自動詞の区別が難し
い動詞も多く、文法用語や文法知識に詳しくない学習者にとっては上記のよ
うな説明ですぐに-고と-어서の使い分けができるとは限らないのである 26。
前述のとおり大部分の教科書では、-고については〈並列〉、-어서につい
ては〈理由〉を表すという意味を中心的な意味として取り扱っており、そこ
から外れる意味についての説明は扱われていない場合も多い。孫禎慧
（2005）の先行研究や本研究でテストでも明らかになったように、学習者に
とって教科書で多く取り扱われているこれらの中心的な意味については習得
が進んでいるものの、周辺的な用法における使い分けが難しいというのは、
教科書の記述にも原因があると考えられる。
学習者が両言語のこれらの形式を使い分けられるようになるためには、中
心的な意味を提示した上で、さらに以下のような周辺的な用法を例文と共に
提示するのが現実的な対策だと考えられる。
（28） 前件と後件の順序が関連性を持ってはっきりしている場合-어서を使う
〈先行〉
 　ただし、타고 가다（乗って行く）、입고 가다（着ていく）のように、
26 著者の勤務校では 2015 年度から 2016 年度現在に至るまで（25）のテキストを
初級で使用しているが、やはり両形式の使い分けは第 1 回、第 2 回のテストの結
果からもわかるように学習者にとって困難であるとみられる。もちろん学習者が
ある文法形式を習得できないのはテキストだけの問題ではない。
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前件の動作が完了し、後件に移動の動詞が来るような場合は〈様態〉
であり、-고を使う。ただし「乗って行く」とよく似ている「歩いて行
く」「走って行く」など前件の動作が後件の動作に重なって起こる場合
は〈手段・方法〉であり-어서を使う。
（29） 前件が原因・理由である場合は-어서を使う〈原因・理由〉
 　ただし、前件に보다（見る）、듣다（聞く）、알다（知る）などの知
覚を表す動詞が来て、後件に감동하다（感動する）、놀라다（驚く）な
どの感覚を表す動詞が来る場合は〈きっかけ〉であり-고を使う。〈原
因・理由〉と間違えやすいので気をつける。
（30） 前件が後件のあり方を示す、あるいは時間などの条件を表す場合は
-어서を取る〈手段・方法〉〈条件〉
（31） 〈並列〉以外に、前件と後件に論理的な関係がなく、時間的な関係にお
いても前件が完了してから後件が起こる〈順序〉のような場合は、基
本的に-고を使う。
5.　おわりに
本研究では、まず先行研究による日本語の「～て」、韓国語の-고と-어서
の意味や用法を確認した。韓国語の-고の中心的意味は〈並列〉、-어서の中
心的意味は〈原因・理由〉であると考えられ、多くの教科書でこの意味を中
心にこれらの形式が扱われていることもわかった。また学習者にテストを実
施した結果も、これらの中心的意味の正答率が高いことが明らかになった。
しかし日本語の「～て」も韓国語の-고、-어서もそれぞれの形式が示す意
味が多岐にわたっており、さらに日本語の「～て」も韓国語の-어서も〈先
行〉と〈原因・理由〉など 2つの意味にまたがって判断される可能性があ
り、韓国語学習者にとって非常に習得が難しい用法であることを改めて確認
した。
テストの結果については対象人数が少なく、また問題数など課題が多く、
統計的なデータとしては必ずしも十分とは言えない面もある。しかし先行研
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究と合わせて、学習者の誤用の傾向を把握できたという点では有効だったと
考える。今後さらに人数と用例を増やした上で調査を行い、より正確なデー
タを得ることも課題としたい。また-어서と隣接した意味領域を持つ、〈理
由〉を表す-니까や〈同時〉を表す-면などについても調査を進めていきた
い。
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